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研究成果の概要（和文）：本共同研究では、近100 年間に東アジア域内で起こった歴史的事件、あるいは時代の
画期となるトピックをとりあげ、それぞれの局面で登場した非文字史料がはたした役割とその受容者の解釈を検
討した。国内外における広範な調査と成果発表にあたっては、複数の地域で製作された非文字史料を比較対照す
るとともに、(a)図像解釈学的分析、(b)語彙分析による情報処理、(c)コミュニケーション・パターン分析等を
導入して、紛争・協調の時代イメージと非文字史料との因果関係を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：By rendering a century of landmark “incidents” and historical epochs in 
East Asian history into a discreet number of topics, this collaborative research project aimed to 
investigate the functions and reception of audio-visual historical materials in light of these 
seemingly contradictory impulses. Regarding specific methodology, we have conducted comparisons of 
audio-visual materials produced throughout the region by (a) adopting the methods of visual studies 
analysis, (b) analyzing information through content analysis of language; and (c) introducing 
communications-patterns analysis in order to clarify the cause-and-effect relationship between the 
image of conflict and cooperation for each epoch and its audio-visual historical materials.

研究分野： 歴史学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 20 世紀以降の日中、日台、日韓関係をみる
と、伝達あるいは伝播されるニュースや情報
が、発信側と受容側との間で、自己利益ある
いは自己解釈によって、“ねじれ”現象を起
こしていることに気付く。ときに、それがナ
ショナリズムやエスノセントリズムに起因
するとも思える国民感情の発露や反発に面
食らう一方で、過度な善意を見聞することに
対しても同様に戸惑いを覚える。こうした現
象は、いまに始まったことではなく、近 100 
年の東アジアの歴史を通じて、どの時代、ど
の地域でも見られたことでありながら、いつ
も問題の解決には困難をともなってきた。 
本研究は、東アジア域内で発生した現実の

紛争・協調といった事象を、図画像資料、映
像資料、音声資料などと関連付けて、これら
非文字史料が事象発生の原因や影響に如何
なる役割を果たし、受容者がいかに解釈した
のかを検証することを目的とした。ここで非
文字史料に注目するのは、1980 年代以来、歴
史学においても、こうした表象メディアがは
たす役割の重要性は指摘されてきたが、この
種のメディアが時として活字メディアより
も、受容側が抵抗なく受け入れ、また個人的
思惟で解釈しやすいためである。 
そのため、非文字史料を表象論的にとりあ

げるだけでなく、コミュニケーションの“ね
じれ”現象の基幹的要因と考えられる個人の
メンタリティや集合的記憶（コメモレーショ
ン）についても考察する必要がある。こうし
た課題のもと、情報がどのように生成、伝播、
解釈、受容され、どのような場合に“ねじれ”
が起こるのか、さらに情報が越境するなかで
相互イメージがいかに形成されて対外認識
として定着するのかについて構造的に解明
する必要性があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、これまで東アジア史あるいは国
際関係史の枠組みで捉えられてきた紛争・協
調問題について、非文字史料の解釈を軸に分
析しようとする点に独創性がある。実際、東
アジア域内では、歴史認識問題や領土問題を
契機として、相互イメージが悪化し、さまざ
まな面で緊張した局面が発生している。この
種の政治的、社会的な対立が激化する一方で、
各地では協調、融和的な社会を築こうとする
意識が働きつつあることも忘れてはならな
い。本研究では、近 100 年間に東アジアで起
こった歴史的事件、あるいは時代の画期とな
るトピックをとりあげ、それぞれの局面で登
場した非文字史料がはたした役割とその受
容者の解釈を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(１) 海外との研究交流を促進させるため、
共同研究組織を、統括班、日本本土／沖縄班、
中国／香港班、台湾班、韓国／朝鮮班に分け、
それぞれが海外共同研究者と協働して調査、

検証、分析をおこなった。また、この共同研
究は、財団法人東洋文庫、京都大学人文科学
研究所、同地域研究統合情報センターと連携
して進めることが保証されていた。 
 
(２)主な研究リソースは、東アジアで発行さ
れたグラフ雑誌（画報）をはじめ、比較的入
手が容易な絵はがき、ポスター、映画、録音
盤、年画（中国民間絵画）、風刺画のほか、
国内外の資料館に所蔵されている図画像資
料、動画資料、音声資料である。これらを用
いた具体的な検証課題は、以下のとおり。 
①当事者が発行する複数の非文字史料を比
較対照し、描かれたイメージに対して図像解
釈学的手法でもって、背後にある歴史的意識
の違いを解読する。 
②音声資料については、話し言葉の語彙の規
則性に注目しつつ、発出者と受容者とのコミ
ュニケーション・パターンの分析を試み、両
者の間で起こる“ねじれ”現象を検出する。 
③誤解／歪曲がおこる表象パターンを明ら
かにし、そこに込められた受容者のメンタリ
ティや集合的記憶について検討する。 
④表象イメージの数量分析を試みるために、
表象イメージを文字化し、出来事と表象との
関係を特徴づける。 
⑤各国の広報・通信機関による情報の規制と
非文字史料表現との関係を取り上げる。  
 
(３) 本研究では、下記の通り 20 世紀をＡ～
Ｊの 10 の時期に区分し、各時期の特徴的な
出来事を軸に、各種の非文字史料に対して、
マルチアーカイブ・アプローチを模した非文
字史料の比較解釈を実践する。とくに、時代
のエポック・メーキングとなる事項に対する
異文化間の解釈の“ねじれ”を検証するため
に、受容者のメンタリティや、図像、動画、
音声が喚起する集合的記憶に留意すること
が要となる。 
＝紛争・協調検証のための 10 の時期区＝ 
Ａ [1900 年代] 日露戦争；朝鮮の義兵闘争 
Ｂ [1910 年代] 日韓併合；三一運動；五四運
動 
Ｃ [1920 年代] 中国の日貨排斥運動; 日本
軍の山東出兵；朝鮮の民族解放運動 
Ｄ [1930 年代] 満洲国問題；中国の抗日運
動；日中戦争；朝鮮・台湾の皇民化運動 
Ｅ [1940 年代] 太平洋戦争；終戦；引揚；朝
鮮半島・台湾の「光復」；琉球の米軍支配 
Ｆ [1950 年代] 中華人民共和国と台湾国民
政府；サンフランシスコ講和条約；朝鮮戦争 
；日華条約；米国の対アジア文化冷戦] 
Ｇ [1960 年代] LT（MT）貿易；周鴻慶事件；
文化大革命；日韓基本条約 
Ｈ [1970 年代] 沖縄返還；日中国交正常化／
日台断交；金大中事件と文世光事件 
Ｉ [1980 年代] 韓国・台湾の戒厳令解除と天
安門事件；歴史教科書問題～靖国神社問題 
Ｊ [1990 年代] 中韓国交正常化と日韓共同
宣言と日中共同宣言 



４．研究成果 
（１）海外大学との共同研究の実施： 
①ラファイエット大学（アメリカ）とは、
Linked Archive of Asian Postcards の構築
を進めた。 
②中国の各大学とは、毎年「東亜学術論壇」
を立ち上げ、巡回シンポジウムを実施した。 
③ボン大学（ドイツ）が主催するプロジェク
ト“Northeast Asia from the 19th Century 
to the Present”の日本側パートナーとして、
夏季セミナー、ワークショップに協力した。 
 
（２）海外での研究成果の公表： 
研究メンバーは、アメリカ（ハーバード大

学イェンチン図書館、ジョージタウン大学異
文化センター、ラファイエット大学）、カナ
ダ（トロント大学、ブリティッシュ・コロン
ビア大学）、ドイツ（ボン大学、ハイデルベ
ルク大学）、イギリス（オックスフォード大
学）、デンマーク（オーフス大学）、ロシア（サ
ンクトペテルブルク大学、サハリン州郷土博
物館、サハリン州歴史文書館）、中国（北京
中国人民外交学会、華東師範大学、哈爾濱師
範大学、香港中文大学）、台湾（中央研究院
台湾史研究所、国立政治大学、国立交通大学、
金門大学）、韓国（東亜大学）などで研究成
果の発表をおこなった。 
 
（３）成果刊行物の出版： 
 本共同研究メンバーは、下記のとおり、国
内外でさまざまな論文・著作を公表してきた。
なかでも、戦後 70 年間非公開扱いだった京
都大学人文科学研究所が所蔵する華北交通
写真資料を検証した貴志俊彦・白山眞理編
『京都大学人文科学研究所所蔵 華北交通写
真資料集成』（国書刊行会、2016 年）の刊行
は、本共同研究の白眉であると考えている。 
 
（４）データベースの構築： 
 本共同研究で対象とする研究資料を共有
化するために、人間文化研究機構現代中国地
域研究東洋文庫拠点とともに、①『亜細亜大
観』データベース（1926 年‐1940 年頃）、②
雑誌『北支』データベース、③『亜東印画輯』
データベースを構築・公開した。 
 
（５）展覧会の開催： 
 本共同研究の成果を一般公開するために、
①日本カメラ博物館と共同で特別展「秘蔵写
真 伝えたかった中国・華北――京都大学人
文科学研究所所蔵華北交通写真――」（2016
年）、②神戸華僑歴史博物館と共同で春節祭
特別展「神戸華僑の戦後 70 年――神戸中華
同文学校の行事写真を中心に――」（2015 年）
を開催した。 
 
（６）教育現場への還元： 
 本共同研究の成果を教育現場に還元する
ことも怠らなかった。ここでは、2016 年 12
月に寧波大学外語学院大学院日語語言文学

学科にて実施した集中講義「日本戦後史」の
みあげておきたい。 
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